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【9月定例会】
　　令和5年度決算を認定
　 【ここが聞きたい】4議員が一般質問
　　教育民生常任委員会による町内学校視察

～第47回青森・岩手県境交通安全推進大会～

11 月 号 （ N o v e m b e r ）

議会だより

階上町を会場として、「交通安全に県境はない」という考えの下、
県境を越えた交通安全を誓いました。園児による交通安全宣言
や青森県警察音楽隊による演奏会が行われました。



一般会計　歳入決算〈前年度比〉
令和５年度　63億75百万円令和４年度　64億96百万円

その他の
交付金など
4億57百万円町債 1億69百万円

県支出金
5億40百万円

国庫支出金
10億81百万円

地方交付税
26億32百万円

町税
11億46百万円

町債 2億61百万円
県支出金

5億62百万円

国庫支出金
11億82百万円 依存財源

R4：77.5％
↓

R5：76.5％

自主財源
R4：22.5％

↓
R5：23.5％

地方交付税
25億88百万円

町税
11億42百万円

繰越金、繰入金
1億93百万円

諸収入など
1億57百万円

その他の
交付金など
4億44百万円

繰越金、繰入金
1億47百万円

諸収入など
1億69百万円
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5 1,827 4 1,114

2
1,919 2 4,897

2 573 2 2,872

6 2,552 6 9,802

3,794 3,863
6 731 6 13

17
6 7,640 6 33

2 5,023 5,026

一般会計　目的別　歳出決算〈前年度比〉

諸支出金
2億5,023万円

消防費
3,798万円

災害復旧費
3万円

商工費
2億574万円

農林水産業費
2億1,919万円

議会費
8,625万円

公債費 6億7,640万円

教育費 6億731万円

土木費 6億2,552万円

衛生費 5億1,827万円

民生費 18億2,654万円

総務費 11億3,815万円

農林水産業費
2億4,897万円

議会費
8,579万円

公債費 6億3,303万円

教育費 6億1,288万円

土木費 6億9,802万円

衛生費 4億1,114万円

民生費 19億1,353万円

総務費 11億2,725万円

諸支出金
5,026万円

災害復旧費
17万円
消防費
3,863万円
商工費
2億2,872万円

令和４年度　61億92百万円 令和５年度　60億48百万円

はしかみ議会だより　No.59 （2）

※定例会・臨時会の議事録は階上町HPに掲載しております。

第 ５ 回
９月定例会

  依存財源：76.5％ （国・県などから交付・割り当てられるお金）

  自主財源：23.5％ （町が自力で集められるお金）

令和５年度決算を認定

　令和6年第5回定例会を9月10日開会し、 9月13日閉会しました。
　今回の議会では、 認定１件、一般会計補正予算案など議案12件、 報告2件をい
ずれも原案のとおり認定、 可決しました。
　また、 一般質問は、 4人の議員が行いました。

　決算内容の詳細については、令和6年10月号の広報はしかみ
に掲載されましたので、前年度との比較を中心とした内容にな
ります。

諸収入など：使用料・手数料、分担金・負担金、諸収入など
その他の交付金など：地方消費税交付金、地方譲与税、法人事業税交付金など

【減額となった主なもの】
〇国庫支出金
　・新型コロナウイルスワクチン接種事業費補助金 （R4：71,260千円→ R5：48,280千円）
　・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（R4：195,855千円→ R5：104,145千円）
　・電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業補助金（R4：75,100千円→ R5：0）
〇町債
　・小舟渡集会所整備事業債（R4：130,700千円→ R5：0）

3億1,756万4千円の
黒字継続中
歳入63億7,466万3千円
歳出60億4,837万3千円
翌年度へ繰り越すべき財源

872万6千円

9 月 定 例 会9 月 定 例 会



令和５年度  主な事業

3 NO.59

8,625 8,579

11 3,815 11 2,725

18 2,654 19 1,353

5 1,827 4 1,114
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1,919 2 4,897

2 573 2 2,872

6 2,552 6 9,802

3,794 3,863
6 731 6 13

17
6 7,640 6 33

2 5,023 5,026

一般会計　目的別　歳出決算〈前年度比〉

諸支出金
2億5,023万円

消防費
3,798万円

災害復旧費
3万円

商工費
2億574万円

農林水産業費
2億1,919万円

議会費
8,625万円

公債費 6億7,640万円

教育費 6億731万円

土木費 6億2,552万円

衛生費 5億1,827万円

民生費 18億2,654万円

総務費 11億3,815万円

農林水産業費
2億4,897万円

議会費
8,579万円

公債費 6億3,303万円

教育費 6億1,288万円

土木費 6億9,802万円

衛生費 4億1,114万円

民生費 19億1,353万円

総務費 11億2,725万円

諸支出金
5,026万円

災害復旧費
17万円
消防費
3,863万円
商工費
2億2,872万円

令和４年度　61億92百万円 令和５年度　60億48百万円

はしかみ議会だより　No.59（3）

〇住民税非課税世帯等に対する
　臨時特別給付金事業（追加）
　　　　　104,574千円

〇マイナンバーカード行政
　サービスオンライン化事業
　　　　　73,854千円〇はしかみ物価高騰対策

　支援商品券事業
　　　　　132,638千円

〇町民体育館トイレ等
　改修工事費　42,977千円

〇小学校児童用
　机・椅子　30,184千円

〈増額となった主な理由〉
　　民 　 生 　 費：住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金が2,646万円増額
　　民 　 生 　 費：住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金（追加）が1億157万円増額
　　民 　 生 　 費：低所得世帯支援給付金が2,270万円増額
　　民 　 生 　 費：低所得世帯支援こども加算給付金が760万円増額
　　農林水産業費：農業用ため池浚渫工事が2,080万円増額
　　商 　 工 　 費：はしかみ物価高騰対策支援商品券事業費補助金が1億2,528万円増額
　　商 　 工 　 費：事業者等物価高騰対策支援補助金が5,180万円増額
　　土 　 木 　 費：除雪業務委託料が8,019万円増額

〈減額となった主な理由〉
　　総 　 務 　 費：小舟渡集会所整備事業が1億3,049万円減額
　　衛 　 生 　 費：新型コロナウイルスワクチン接種事業が1億281万円減額

9 月 定 例 会9 月 定 例 会
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国民健康保険特別会計
　歳入の財源不足等による法定
　外の繰入れは、8年連続 0円。

漁業集落排水事業特別会計
　総務費、施設管理費の減額に
　より、歳出減額。

介護保険特別会計
　基金積立金、諸支出金、総務
　費の増額により、歳出増額。

後期高齢者医療特別会計
〇後期高齢者医療広域連合納付
　金の増額により、歳出増額。

公共下水道事業特別会計
施設管理費、公共下水道事業

　費、公債費の増額により、歳出
　増額。

4 NO.59

1 6,438

2 7,213

13 3,506

4,784

14 9,883

1 7,031

3 8,431

13 7,170

4,446

14 5,210

1 7,084

2 7,911

13 7,799

4,919

15 6,812

1 7,527

3 9,062

14 1,522

4,581

15 851

8 0
2,894 56

1 4,519 51

86.6 0.4

62.9
1.0

1 2,174
32

6 3

■令和５年度　■令和４年度

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

特別会計　歳入歳出決算〈前年度比〉

15億851万円
15億6,812万円

14億5,210万円
14億9,889万円

14億1,522万円
13億7,799万円

13億7,170万円
13億3,506万円

3億9,062万円
2億7,911万円

3億8,431万円
2億7,212万円

1億7,527万円
1億7,084万円

1億7,031万円
1億6,438万円

4,581万円
4,919万円

4,446万円
4,784万円

≪被保険者数 2,841人≫
（56人減）

≪第１号被保険者数 4,519人≫
（51人増）

≪被保険者数 2,174人≫
（32人増）

≪区域内加入率 86.6％≫
（0.4ポイント減）

≪区域内加入率 62.9％≫
（1.0ポイント減）

被保険者数、区域内加入率は令和 6年
3月末。（　）内は前年度比。

はしかみ議会だより　No.59 （4）

▽ 5 年度健全化判断比率・資金不足比率
　〇健全化判断比率 実質赤字比率、連結実質赤字比率は黒字のため、比率はありません。実質公債費比率は
　　　　　　　　　　10.6％。将来負担比率はマイナスのため比率はありません。
　〇資 金 不 足 比 率 公共下水道事業特別会計、漁業集落排水事業特別会計ともに黒字のため、資金不足はあり
　　　　　　　　　　ません。

9 月 定 例 会9 月 定 例 会



■令和５年度末　■令和４年度末

■令和５年度末　■令和４年度末

財政調整基金

減債基金

地域福祉基金

公共下水道事業債償還基金

介護保険給付費準備基金

一般会計

漁業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

肉用牛導入事業基金

公共用地取得基金

森林環境譲与税基金

国民健康保険特別会計
財政調整基金

基金現在高〈前年度比〉

町債現在高〈前年度比〉

30億8,709万円
29億2,683万円

2億4,001万円
2億円

1億8,634万円
1億8,634万円

3億3,121万円
2億9,620万円

3億14万円
2億3,721万円

45億3,219万円

49億7,572万円

9,279万円

1億1,380万円

20億3,180万円

20億1,850万円

601万円
601万円

1,008万円
1,008万円

1,475万円
3,570万円

1,845万円
1,452万円

≪積立1億6,025万円、取崩０円≫

≪積立5,000万円、取崩1,000万円≫

≪積立４千円、取崩０円≫

≪積立3,501万円、取崩０円≫

≪積立393万円、取崩０円≫

≪積立8,841万円、取崩2,548万円≫

起債額 1億6,910万円
償還額 6億1,263万円

起債額 210万円
償還額 2,311万円

起債額 1億850万円
償還額 9,521万円

≪積立０円、取崩０円≫

≪積立０円、取崩０円≫

≪積立1,140万円、取崩3,236万円≫

はしかみ議会だより　No.59（5）
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認定第１号
令和 5 年度決算の認定について
　※令和 5 年度の一般会計と５つの特別会計、あわせて６件を決算の認定に付

するためのもの
認定 2〜5

ページ

報告第１号

令和 5 年度健全化判断比率の報告について
　※地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 3 条第 1 項の規定により、令和

5 年度の健全化判断比率として算定した「実質赤字比率」、「連結実質赤字比
率」、「実質公債費比率」及び「将来負担比率」について、報告するためのもの

報告のみ 4ページ

報告第2号
令和 5 年度資金不足比率の報告について
　※地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22条第 1 項の規定により、令   

和 5 年度の資金不足比率について、報告するためのもの
報告のみ 4ページ

議案第1号

階上町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
　※地域再生法第17条の 6 の地方公共団体等を定める省令の一部改正に伴い、

対象施設の拡充について、所要の改正をするためのもの

原案可決 −

議案第2号 階上町立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について
　※階上町立階上小学校の設置を廃止するためのもの 原案可決 −

議案第3号
階上町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
　※国民健康保険被保険者証の廃止により、被保険者証の返還に応じない者に

対する過料に係る規定を改めるためのもの
原案可決 −

議案第4号
令和 6 年度階上町一般会計補正予算（第 2 号）
　※既定の予算総額に、歳入歳出それぞれ1億4,973万2千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を62億729万４千円とするためのもの
原案可決 7ページ

議案第5号
令和 6 年度階上町国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）
　※既定の予算総額に、歳入歳出それぞれ936万1千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を14億9,909万9千円とするためのもの
原案可決 7ページ

議案第6号
令和 6 年度階上町介護保険特別会計補正予算（第 1 号）
　※既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ6,332万7千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を14億4,576万4千円とするためのもの
原案可決 7ページ

議案第7号
令和 6 年度階上町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号）
　※既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ495万6千円を追加し、歳入歳出

予算の総額を1億8,461万１千円とするためのもの
原案可決 7ページ

議案第8号

令和 6 年度階上町下水道事業会計補正予算（第 2 号）
　※既定の収益的収支予算における支出について201万円を増額し、累計予定　

額を 2億9,431万4千円とし、資本的収支予算における支出について509
万円を増額し、累計予定額を2億7,781万8千円に補正するためのもの

原案可決 7ページ

議案第9号
ハートフルプラザ・はしかみエアコン設置工事請負契約の締結について
　※ハートフルプラザ・はしかみ エアコン設置工事請負契約を締結するための

もの
原案可決 −

議案第10号 中央体育館改修工事請負契約の締結について
　※中央体育館改修工事請負契約を締結するためのもの 原案可決 −

議案第11号
青森県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
　※現行の被保険者証が廃止されることに伴い、青森県後期高齢者医療広域連

合規約を変更するためのもの
原案可決 −

※議長は裁決には加わりません。

議案番号 上程議案の件名と主な内容 議決結果 関連ページ

9月定例会の審議内容

はしかみ議会だより　No.59 （6）

9 月 定 例 会9 月 定 例 会



▽
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
︵
第
２
号
︶

︻
歳
入
︼繰
入
金
３
９
１
７
万

８
千
円
、町
債
３
４
０
万
円
を

減
額
し
、国
庫
支
出
金
４
１
７
４

万
７
千
円
、県
支
出
金
１
９
６
４

万
４
千
円
、繰
越
金
１
億
７
５
６

万
３
千
円
、諸
収
入
２
３
３
５

万
６
千
円
を
追
加
。

　
︻
歳
出
の
主
な
も
の
︼職
員
の

時
間
外
勤
務
手
当
８
０
０
万

円
、県
の﹁
学
校
給
食
費
無
償

化
等
子
育
て
支
援
市
町
村
交

付
金
﹂を
活
用
し
、０
歳
か
ら

２
歳
児
の﹁
保
育
料
無
償
化
事

業
﹂に
１
６
８
０
万
円
、３
歳
か

ら
５
歳
児
の﹁
給
食
費
助
成
事

業
﹂に
７
３
０
万
円
、65
歳
以
上

の
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
事

業
２
９
３
４
万
円
、７
月
30
日
の

大
雨
被
害
に
係
る
補
修
委
託
等

の
経
費
１
９
０
０
万
円
等
を
追

加
。

▽
６
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算︵
第
１
号
︶

　【
歳
入
︼繰
入
金
２
１
０
０
万

円
を
減
額
し
、繰
越
金
２
７
４
０

万
４
千
円
等
を
追
加
。

　
︻
歳
出
︼国
民
健
康
保
険
事

業
費
納
付
金
３
２
９
万
７
千
円

を
減
額
し
、諸
支
出
金
１
０
６
４

万
７
千
円
等
を
追
加
。

▽
６
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算︵
第
１
号
︶

︻
歳
入
︼繰
入
金
６
２
６
２
万

７
千
円
、繰
越
金
 70
万
円
を
追

加
。

　
︻
歳
出
︼諸
支
出
金
６
３
３
２

万
８
千
円
を
追
加
。

▽
６
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

　

別
会
計
補
正
予
算︵
第
１
号
︶

︻
歳
入
︼繰
越
金
４
９
５
万
６

千
円
を
追
加
。

　
︻
歳
出
︼後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
納
付
金
４
０
４
万

円
、諸
支
出
金
91
万
６
千
円
を

追
加
。

▽
６
年
度
下
水
道
事
業
会
計
補

　

正
予
算︵
第
２
号
︶

　
︻
主
な
補
正
内
容
︼収
益
的

支
出
で
は
、公
共
下
水
道
汚
泥

運
搬
委
託
料
及
び
公
営
企
業

会
計
事
務
支
援
に
伴
う
業
務

委
託
料
の
増
額
。資
本
的
支
出

で
は
、漁
業
集
落
排
水
施
設
内

の﹁
し
渣
脱
水
機
﹂及
び﹁
原
水

ポ
ン
プ
﹂故
障
に
伴
い
工
事
請

負
の
増
額
。

第５回定例会では４議員が一般質問をしました。その内容を要約して掲載します。一般質問

■ 小松　雅彦 議員　　　８ページ

１　ふるさと納税について
２　旧小舟渡小学校の現状について
３　いちご煮祭りの今後について
４　コンパクトシティの実現のための計画に
　　ついて

■ 渡部　髙明 議員　　　10ページ

１　階上町の公園整備の現状と利用状況に
　　ついて
２　仮称「はしかみ景観条例・景観賞」創設に
　　ついての提案。階上町を「日本一の家庭
　　菜園の町」にするつもりはないか

■ 熊谷　道雄 議員　　　９ページ

１　当町における有害鳥獣対策について
２　中学校部活動の地域移行について

■ 大下　修 議員　　　11ページ

１　令和5年度指定管理者物価高騰対策支援
　　補助金について
２　階上小学校に係る統合について
３　閉校2校（旧大蛇・小舟渡小学校）について
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補
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概
要
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当
町
の
令
和
５

　
　
　
　

年
度
の
ふ
る
さ

と
納
税
は
黒
字
な
の
か
赤

字
な
の
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

約
15
万
９
千
円
の
マ
イ
ナ

ス（
赤
字
）と
な
る
。交
付
税

措
置
分
を
参
入
す
る
と
プ
ラ

ス（
黒
字
）に
な
る
。

　
　
　
　

今
後
ど
の
よ
う

　
　
　
　

に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　

総
合
政
策
課
長

食
べ
物
を
中
心
と
し
た
返

礼
品
の
充
実
と
、
体
験
型
返

礼
品
の
導
入
に
も
力
を
入
れ
、

よ
り
効
果
的
な
取
組
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

図
書
館
と
民

　
　
　
　

俗
資
料
館
の
複

合
施
設
の
、
基
本
構
想
及

び
基
本
計
画
の
委
託
料
が

決
ま
っ
た
。
当
町
の
社
会

資
本
整
備
は
、
か
な
り
遅

れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
必

要
な
施
設
を
洗
い
出
し
、

リ
ス
ト
を
作
り
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
を
見
据

え
た
上
で
、
施
設
の
規
模

や
そ
れ
に
見
合
う
場
所
、

優
先
順
位
な
ど
、
総
合
的

な
計
画
が
必
要
と
思
う
が
、

町
の
考
え
を
伺
う
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
大
き
な
施
策

は
、
事
前
に
議
会
へ
報
告
、

説
明
を
す
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

提
案
の
内
容
に
全
て
合
致

し
た
計
画
は
現
在
、
な
い
。

総
合
振
興
計
画
に
そ
の
方

向
性
な
ど
を
位
置
づ
け
し
な

が
ら
、
そ
の
時
代
の
中
で
の

必
要
性
を
検
討
、
議
論
し

な
が
ら
進
め
る
。
事
前
に
議

会
へ
の
報
告
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
丁
寧
な
説
明
を
心

掛
け
る
。

　
　
　
　

10
年
先
、20
年

　
　
　
　

先
の
将
来
を
見

据
え
、
場
所
、
規
模
な
ど

の
全
体
像
の
計
画
を
立
て
、

優
先
順
位
を
決
め
整
備
し

て
い
く
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
づ
く
り
を
先
に
進
め

る
べ
き
だ
と
思
い
伺
う
。

　
　
　

総
合
政
策
課
長

社
会
情
勢
の
変
化
も
加

味
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
、
そ
の
時
代
の
中
で
の
必

要
性
を
検
討
、
議
論
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
旧
小
舟
渡
小
学

　
　
　
　

校
の
活
用
に
は
、

町
の
支
援
や
協
力
が
必
要

と
考
え
る
が
町
の
考
え
を
伺

う
。
ま
た
、
内
容
や
状
況

を
把
握
し
て
管
理
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

担
当
課
に
よ
る
訪
問
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
確
認
、
相
談
な
ど
行

き
来
し
て
い
る
。
今
後
密
に

意
見
交
換
を
行
い
、
適
切
な

事
業
や
支
援
策
を
周
知
し
な

が
ら
、
可
能
な
限
り
支
援
す

る
。

　
　
　
　
い
ち
ご
煮
祭
り

　
　
　
　

な
ど
を
良
く
す

る
た
め
、
反
省
会
を
含
め
た

意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
か

を
伺
う
。

ま
た
、
次
年
度
以
降
の
祭

り
に
対
し
て
の
町
の
考
え
方

や
方
針
、
方
向
性
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

今
後
関
係
者
を
集
め
て
意

見
交
換
を
す
る
。
関
係
者
か

ら
集
約
し
た
意
見
を
、
産
業

振
興
委
員
会
に
報
告
し
、
審

議
い
た
だ
き
決
め
て
い
き
た

い
。

はしかみ議会だより　No.59 （8）

ふるさと納税は黒字なのか？

小松　雅彦  議員

  〔町長〕 約１5万9千円のマイナス
　　　　（赤字）

コンパクトシティ実現について

　旧小舟渡小学校の活用支援と管理に
　ついて

　いちご煮祭りの反省会の開催と
　次年度以降の方針、方向性は？

  〔町長〕 その時代の中で
　　　　必要性を議論しながら進める。

  〔町長〕 密に意見交換をし、
　　　　適切な事業支援をする。

  〔町長〕 関係者を集めて意見交換をす
　　　　る。産業振興委員会で審議の
　　　　上決める。

問
①

問
①

問
①

問
①

問
②

問
②

答
①

答
①

答
①

答
①

答
②

答
②

こ
こ
が
聞
き
た
い



　
　
　
　

３
月
に
引
き
続

　
　
　
　

き
再
度
質
問
す

る
。
今
年
も
県
内
で
の
ク
マ

の
出
没
が
相
次
い
で
報
告
さ

れ
て
お
り
当
町
で
も
、
住

宅
地
や
学
校
周
辺
な
ど
で

相
当
数
の
出
没
情
報
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
県
内
で

は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
人
身

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
３

月
に
は
南
郷
で
住
民
の
男

性
が
イ
ノ
シ
シ
に
襲
わ
れ
負

傷
、
６
月
に
は
八
甲
田
山
中

で
女
性
が
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に

襲
わ
れ
死
亡
し
た
事
件
が

あ
っ
た
。
幸
い
当
町
で
は
人

身
被
害
が
発
生
し
て
い
な
い

が
、
い
つ
人
が
襲
わ
れ
る
の

か
危
惧
さ
れ
る
。
３
月
の
質

問
の
際
、
捕
獲
に
係
る
費
用

や
ハ
ン
タ
ー
の
免
許
取
得
に

係
る
費
用
の
補
助
金
制
度
に

つ
い
て
検
討
す
る
と
の
答
弁

だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
検
討

状
況
は
。
ま
た
、
階
上
町
鳥

獣
被
害
対
策
協
議
会
の
詳

細
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

鳥
獣
保
護
の
強
化
に
向

け
、
罠
の
設
置
な
ど
を
し
て

い
た
だ
く
実
施
隊
員
の
増

本
町
に
お
い
て
も
、
少
子

化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
、

そ
れ
に
伴
う
教
員
数
の
減

少
が
著
し
く
、
現
状
の
ま

ま
で
中
学
校
の
部
活
動
を

続
け
て
い
く
の
は
困
難
で

あ
る
と
思
わ
れ
、
特
に
道

仏
中
学
校
に
お
い
て
は
、

令
和
６
年
度
の
生
徒
数
が

42
人
で
部
活
動
設
置
数
が

少
な
く
、
文
化
部
も
な
い

状
況
。

本
町
の
中
学
校
部
活
動

の
地
域
移
行
に
お
け
る
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

教
育
長

国
で
は
令
和
４
年
に
総
合

的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

し
各
自
治
体
ご
と
に
検
討

し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
よ

う
示
さ
れ
て
い
る
。
本
町
に

お
い
て
は
段
階
的
に
学
校
部

活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ

移
行
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
、
令
和
８
年
度
以

降
可
能
な
部
活
動
か
ら
実

施
し
て
い
く
。
令
和
４
年

度
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
、
５
年
度
は
検
討
委
員

会
を
設
置
し
た
。
今
年
度

は
町
立
中
学
校
の
部
活
動

に
関
し
て
二
つ
の
委
員
会
を

設
置
、
計
画
と
実
施
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
更
に
今
年

度
は
階
中
女
子
体
操
部
に

部
活
動
指
導
員
を
任
用
し
、

県
の
補
助
事
業
を
活
用
、

モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

員
、
く
く
り
罠
の
購
入
や
捕

獲
し
た
際
の
報
奨
金
な
ど
の

予
算
を
拡
充
す
る
な
ど
、
取

り
組
み
強
化
に
努
め
て
き
た
。

免
許
取
得
に
係
る
費
用
補
助

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
調
査
・

検
討
し
て
い
く
。
階
上
町
鳥

獣
被
害
対
策
協
議
会
の
構
成

機
関
は
、
町
、
三
八
地
域
県

民
局
、
県
猟
友
会
八
戸
支
部

階
上
分
会
、
八
戸
警
察
署
、

八
戸
農
業
協
同
組
合
の
５
機

関
。
ま
た
、
階
上
町
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
を
設
置

予
定
15
名
を
委
嘱
し
整
備
を

図
っ
た
。

　
　
　
　

中
学
校
の
部

　
　
　
　

活
動
は
学
校
教

育
の
一
環
と
し
て
、
我
が

国
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸

術
振
興
を
大
き
く
支
え
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
今

日
に
お
い
て
社
会
経
済
の

変
化
等
に
よ
り
、
教
育
等

に
関
わ
る
課
題
が
複
雑
化
・

多
様
化
し
、
学
校
や
教
師

だ
け
で
は
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
課
題
が
増
え

て
お
り
、
少
子
化
が
進
展

す
る
中
、
部
活
動
に
お
い

て
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
の

運
営
体
制
で
は
維
持
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

はしかみ議会だより　No.59（9）

当町における鳥獣被害対策について

熊谷  道雄  議員

  〔町長〕 免許取得に係る費用補助につ
　　　　いては引き続き調査・検討して
　　　　いく

中学校部活動の地域移行について

  〔町長〕 密に意見交換をし、
　　　　適切な事業支援をする。

問
①

問
①

答
①

答
①

こ
こ
が
聞
き
た
い



　
　
　
　

子
育
て
す
る
お

　
　
　

母
さ
ん
方
か
ら

﹁
階
上
町
は
子
供
た
ち
が

気
楽
に
遊
べ
る
公
園
が
少
な

い
﹂
と
聞
く
。他
市
町
村
か

ら
の
移
住
の
た
め
に
も
、住

宅
団
地
な
ど
に
は
も
っ
と
公

園
が
近
く
に
あ
っ
て
よ
い
。

安
心
安
全
、生
活
の
質
の
向

上
の
中
で
、階
上
町
は
公
園

の
数
と
管
理
状
況
や
利
用
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺

う
。
ま
た
、市
町
村
別
の
比

較
で
ど
う
か
伺
う
。

　
　
　

町
長

公
園
は
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
世
代
に
利
用
さ

れ
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

必
要
と
理
解
し
て
い
る
。
町

で
管
理
し
て
い
る
公
園
数
は

11
施
設
あ
り
、
う
ち
町
が
整

備
し
た
公
園
数
は
７
施
設
。

都
市
公
園
等
整
備
現
況
調

査
結
果
に
よ
る
と
、
三
戸
郡

内
で
本
町
よ
り
公
園
数
が
多

かっ
た
の
は
１
町
で
あ
り
、
引

き
続
き
、
既
存
の
公
園
の
安

全
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
積

極
的
な
活
用
に
努
め
る
。

　
　
　
　

自
分
で
町
内
の

　
　
　
　

11
公
園
を
現
地
調

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
２
市

に
お
い
て
景
観
賞
や
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員
ご
提
案
の﹁
景
観
条
例

の
制
定
と
景
観
賞
の
創
設
﹂

や﹁
日
本
一
の
家
庭
菜
園
の

町
﹂な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
調
査
・
研
究
課
題
と
考
え

る
。

　
　
　
　
令
和
３
年
３
月

　
　
　
　

時
点
で
、
全
国
の

市
町
村
の
43
％
が
景
観
条
例

を
制
定
し
て
い
る
。
景
観

条
例
を
制
定
し
て
い
る
七
戸

町
で
は
、
七
戸
ら
し
い
景
観

の
創
出
に
効
果
を
上
げ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
階
上
町
の
既

存
の
団
体
の
活
動
実
績
を
伺

い
た
い
。

　
　
　

建
設
課
長

景
観
法
及
び
県
条
例
に
基

づ
く
大
規
模
行
為
の
届
け
出

数
は
昨
年
度
３
件
、
令
和
４

年
度
12
件
、
令
和
３
年
度
９

件
、
町
内
に
お
け
る
既
存
団

体
の
活
動
実
績
に
つ
い
て
は

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募

は
昨
年
度
22
件
あ
る
。
ご
提

案
に
つ
い
て
は
、
今
後
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
。

査
し
た
が
、個
々
の
公
園
の

所
有
者・管
理
者
は
だ
れ
か
。

１
年
間
の
管
理
調
査
の
実
施

内
容
、地
区
へ
の
委
託
状
況

を
伺
う
。

　
　
　

建
設
課
長

11
施
設
の
公
園
は
町
所
有

で
、
ふ
る
里
河
川
公
園
は
借

地
に
よ
り
整
備
し
、
管
理
に

つ
い
て
は
整
備
し
た
各
担
当

課
が
各
町
内
会
に
委
託
等
に

よ
り
行
っ
て
い
る
。
公
園
利

用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
定
期
的
な
安
全
点
検
等
を

行
って
い
る
。

　
　
　
　
青
森
県
内
の
自

　
　
　
　

治
体
の
景
観
行
政

の
現
状
を
伺
い
た
い
。国
の

景
観
法
制
定
か
ら
20
年
目
の

今
年
、わ
が
階
上
町
で
の
景

観
条
例
の
制
定
と
景
観
賞
の

創
設
を
提
案
す
る
。さ
ら
に
、

土
地
柄
を
生
か
し
て
青
森
県

階
上
町
を
﹁
日
本
一
の
家
庭

菜
園
の
町
﹂に
育
て
て
は
い

か
が
か
。

　
　
　

町
長

景
観
行
政
団
体
の
市
町
村

は
、
40
市
町
村
中
、
６
市
２

町
１
村
の
９
市
町
村
あ
り
、

い
ず
れ
も
景
観
条
例
を
制
定

はしかみ議会だより　No.59 （10）

　階上町の公園整備の現状と
　　　　　　　　利用状況について

渡部  髙明  議員

  〔町長〕 地域の声を聞きながら
　　　　　　公園のあり方を考える。

（仮称）「はしかみ景観条例・景観賞」の 
　創設について。階上町を日本一の家
　庭菜園の町に育ててはいかがか。

  〔町長〕 景観意識の向上の醸成は、
　　　　本町の魅力を高める重要なも
　　　　のと考えている。

問
①

問
①

問
②

問
②

答
①

答
①

答
②

答
②

こ
こ
が
聞
き
た
い



　
　
　
　

令
和
５
年
４
箇

　
　
　
　

所
の
施
設
に
物
価

高
騰
対
策
と
し
て
４
１
２
万

円
支
援
し
た
。

４
箇
所
の
指
定
管
理
者
の

税
引
後
利
益
は
。
結
果
に
対

す
る
見
解
は
。

　
　
　

町
長

ふ
る
さ
と
に
ぎ
わ
い
広
場

当
期
純
利
益
５
３
３
万
円
。

は
し
か
み
ハ
マ
の
駅
あ
る
で
ぃ

～
ば
当
期
純
利
益
７
８
９
万

円
。わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
当

期
正
味
財
産
増
減
額
18
万

円
。ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ・は
し

か
み
18
万
円
。各
施
設
の
安

定
運
営
に
効
果
が
あ
っ
た
。

度
の
奨
励
金
の
額
は
１
１
６

万
２
千
円
。不
動
産
評
価
額

の
内
訳
は
、類
似
地
域
に
あ
る

宅
地
売
買
事
例
を
平
均
し
比

準
価
格
１
９
０
０
円
／
㎡
の

積
算
価
格
か
ら
30
％
減
価
修

正
。
失
わ
れ
る
財
産
は
、
財

務
書
類
に
お
け
る
令
和
４
年

度
増
減
移
動
後
簿
価
で
土
地

が
１
億
56
万
４
９
５
０
円
、建

物
が
８
８
５
１
万
７
５
９
５

円
。旧

小
舟
渡
小
学
校
の
維
持

費
は
、
令
和
６
年
度
は
15
万

９
６
６
３
円
／
年
。
不
動

産
評
価
額
の
内
訳
は
、比
準

価
格
２
４
０
０
円
／
㎡
積
算

価
格
か
ら
30
％
減
価
修
正
。

失
わ
れ
る
財
産
の
土
地
が

７
９
５
７
万
７
７
９
０
円
、建

物
が
１
億
５
１
３
万
７
２
１
９

円
。

　
　
　
　
旧
大
蛇
小
学
校

　
　
　
　

を
譲
渡
す
る
か
ね

ご
製
餡︵
株
︶の
減
免
等
は
。

不
動
産
評
価
額
１
３
３
０
円

／
㎡
の
内
訳
と
無
償
譲
渡
で

失
わ
れ
る
財
産
額
は
。

旧
小
舟
渡
小
学
校
は
５
年

間
無
償
貸
与
、
年
間
の
維

持
費
は
。
不
動
産
評
価
額

１
６
８
０
円
／
㎡
の
内
訳
と

無
償
譲
渡
で
失
わ
れ
る
財
産

額
は
。

　
　
　

町
長

　

奨
励
金
は
、
５
年
間
交
付

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
か
ね

ご
製
餡（
株
）へ
の
令
和
５
年

　
　
　
　

物
品
購
入
や
廃

　
　
　
　

校
の
決
定
な
ど
の

施
策
は
、
教
育
委
員
会
の
全

会一致
で
進
め
て
い
る
の
か
。

　
　
　

教
育
長

教
育
委
員
会
会
議
で
提
案

し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
異

議
等
は
な
かっ
た
。

はしかみ議会だより　No.59（11）

　令和 5年度指定管理者物価高騰対
　策支援補助金について

大下  修  議員

  〔町長〕 指定管理者と協議し適正に
　　　　 対応

　閉校2校（旧大蛇・旧小舟渡小学校）
　について

階上小学校に係る統合について

  〔町長〕 地域の交流拠点、地域の活性
　　　　化に着実に前進、成果を踏ま
　　　　えご支援を

  〔教育長〕 教育委員会の施策は教育
　　　　　 委員会会議に諮り採決

問
①

問
①

問
①

答
①

答
①

答
①

こ
こ
が
聞
き
た
い



　
　
小
坂
　
正
年
議
員

◆
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

　

給
付
費

問
令
和
４
年
度
よ
り
増
額
と

な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答
す
こ
や
か
健
康
課
長　

人
事

院
勧
告
に
伴
う
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
に
準
じ
、保
育
士・幼
稚
園

教
諭
等
の
人
件
費
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
。

◆
石
鉢
小
学
校
校
舎
耐
力
度
調
査

　

委
託
料

問
調
査
結
果
と
学
校
改
修
へ
の

対
応
は
。

答
教
育
課
長　

校
舎
の
北
棟
に

つ
い
て
は
長
寿
命
化
改
修
、校
舎
の

南
棟
に
つ
い
て
は
校
舎
建
物
に
は
手

を
加
え
ず
ト
イ
レ
等
の
改
修
、体
育

館
に
つ
い
て
は
改
修
不
能
と
判
断
し

建
て
替
え
と
す
る
。令
和
７
年
度
か

ら
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

校
舎
は
使
用
可
能
と
な
る
が
、体
育

館
は
取
り
壊
し
新
築
す
る
こ
と
と

な
り
、そ
の
間
、石
鉢
ふ
れ
あ
い
交

流
館
や
町
立
体
育
館
等
を
優
先
し

て
使
用
す
る
こ
と
で
対
応
し
た
い
。

　
　
大
下
　
　
修
議
員

◆
道
の
駅
、ハ
マ
の
駅
、わ
っ
せ
交
流

　

セ
ン
タ
ー
、フ
ォ
レ
ス
ト
、ハ
ー

　

ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
支
出

問
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
は
。

答
産
業
振
興
課
長　

フ
ォ
レ
ス

ト
ピ
ア
階
上
の
維
持
管
理
の
費
用

総
額
は
２
５
２
万
２
７
２
６
円
、わっ

せ
交
流
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
の

費
用
総
額
は
１
１
４
９
万
９
１
７
２

円
、指
定
管
理
施
設
物
価
高
騰
対

策
支
援
補
助
金
61
万
８
千
円
、ハマ

の
駅
の
維
持
管
理
の
費
用
総
額
は

３
０
５
２
万
３
３
０
８
円
、指
定
管

理
施
設
物
価
高
騰
対
策
支
援
補
助

金
96
万
７
千
円
、ふ
る
さ
と
に
ぎ
わ

い
広
場
の
維
持
管
理
の
費
用
総
額

は
１
４
３
０
万
６
０
７
４
円
、指
定

管
理
施
設
物
価
高
騰
対
策
支
援
補

助
金
１
２
４
万
４
千
円
。な
お
、ふ

る
さ
と
に
ぎ
わ
い
広
場
は
、国
か
ら

情
報
館
等
維
持
管
理
事
業
委
託
金

２
６
１
万
２
８
７
２
円
と
指
定
管
理

者
か
ら
の
納
付
金
２
５
５
万
７
５
２

円
の
繰
入
れ
が
あ
る
。

答
介
護
福
祉
課
長　
ハ
ー
ト
フ

ル
プ
ラ
ザ・は
し
か
み
の
管
理
費
は

１
７
６
２
万
７
５
７
０
円
、指
定
管

理
施
設
物
価
高
騰
対
策
支
援
補
助

金
１
２
９
万
６
千
円
。

◆
公
有
財
産

問
土
地
及
び
建
物
の
区
分
ご
と

の
財
産
金
額
と
物
品
の
合
計
財
産

金
額
は
。

答
総
合
政
策
課
長　

国
の
統
一
的

基
準
で
計
算
さ
れ
た
財
務
諸
表
の

貸
借
対
照
表
の
令
和
５
年
３
月
末

時
点
の
デ
ー
タ
と
な
る
が
、土
地
30

億
６
３
０
０
万
円
、う
ち
山
林
が

７
０
０
万
円
。建
物
50
億
５
１
０
０

万
円
。立
木
竹
８
６
０
０
万
円
。物
品

２
８
０
０
万
円
。な
お
、物
品
は
１
件

50
万
円
以
上
を
対
象
と
し
て
い
る
。

◆
税
の
不
納
欠
損

問
町
民
税
、固
定
資
産
税
、手
数

料
の
不
納
欠
損
の
要
因
と
件
数
、

昨
年
度
比
増
加
件
数
は
。今
後
ど

の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
。ま

た
、そ
れ
ら
を
回
避
す
る
方
法
は
。

答
税
務
課
長　

生
活
の
困
窮
な

ど
の
税
法
の
規
定
に
よ
り
、町
民
税

は
40
件
増
の
77
件
、固
定
資
産
税
は

34
件
増
の
１
０
０
件
、督
促
手
数
料

１
８
７
件
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
、物
価
高
騰
の
影

響
等
あ
る
と
思
う
が
、電
話
催
促
、

臨
戸
訪
問
、夜
間
相
談
、県
、滞
納

整
理
機
構
等
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
不
納
欠
損
を
増
や
さ
な
い
よ
う

努
力
す
る
。

◆
不
動
産
売
払
収
入

問
不
動
産
の
内
容
は
。

答
総
合
政
策
課
長　

３
４
５
平

方
メ
ー
ト
ル
と
７・０
５
平
方
メ
ー
ト

ル
の
２
件
の
土
地
を
そ
れ
ぞ
れ
申
し

出
が
あ
っ
た
個
人
へ
売
却
し
た
。

◆
時
間
外
勤
務
手
当

問
残
業
の
時
間
と
単
価
、主
な
要

因
は
。

答
総
務
課
長　

単
価
は
平
均
で

２
４
５
０
円
程
度
。時
間
数
は
約

５
６
０
０
時
間
。主
な
要
因
は
、事
務

の
多
様
化
、職
員
数
の
減
少
。

◆
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

問
処
理
区
域
内
人
口
及
び
加
入

人
口
減
少
は
一
過
性
と
捉
え
て
い

る
の
か
。

答
建
設
課
長　

全
国
的
に
も
問

題
と
な
って
い
る
よ
う
に
、人
口
減
少

が
進
ん
で
い
く
も
の
と
思
って
い
る
。

問
人
口
減
少
に
よ
る
使
用
料
手

数
料
等
を
補
う
財
源
は
。空
き
家

や
更
地
に
な
っ
た
り
し
て
、そ
こ
ま

で
つ
な
い
だ
配
管
等
は
ど
う
な
る

の
か
。

答
建
設
課
長　

使
用
料
の
増
収

を
図
り
収
支
の
均
衡
が
図
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、５

年
ご
と
に
経
営
戦
略
の
検
証
、改
定

を
行
い
、経
営
の
健
全
化
、安
定
化

に
努
め
て
い
く
。空
き
家
に
な
っ
た
配

管
は
、ま
ず
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

残
し
、次
の
方
が
使
え
る
の
で
あ
れ

ば
使
って
い
た
だ
く
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

問
処
理
区
域
人
口
の
増
加
に
も

か
か
わ
ら
ず
加
入
人
口
、加
入
率

の
減
少
も
顕
著
だ
。ま
す
ま
す
赤

字
が
拡
大
し
、危
惧
し
て
い
る
。ど

う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

答
建
設
課
長　

処
理
区
域
が
増

え
る
こ
と
で
処
理
区
域
内
の
人
口
は

供
用
開
始
し
た
分
増
え
る
も
の
と

考
え
る
が
、全
体
的
に
は
減
少
し
て

い
く
と
考
え
て
い
る
。

　
　
大
下
　
　
修
議
員

◆
階
上
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　

つ
い
て

問
な
ぜ
今
回
の
９
月
議
会
に
提

案
さ
れ
た
の
か
。

答
教
育
長　

階
上
小
学
校
に
つ

い
て
は
、令
和
８
年
４
月
１
日
施
行

で
、約
１
年
６
月
前
の
提
案
で
、東

部
小
学
校
と
比
較
し
て
３
か
月
程

はしかみ議会だより　No.59 （12）

質
疑
あ
れ
こ
れ

質
疑
あ
れ
こ
れ

第
５
回
定
例
会
の
議
案
の
中
か

ら
、質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

第
５
回
定
例
会
の
議
案
の
中
か

５
年
度
決
算
の
認
定

条
例
の
一
部
改
正

質
疑
あ
れ
こ
れ



度
早
い
も
の
で
、ほ
ぼ
同
時
期
と
考

え
て
い
る
。

問 
教
育
委
員
会
の
会
議
の
開
催

日
時
、議
案
番
号
、議
案
等
の
記
録

が
あ
る
の
か
。ま
た
、保
護
者
会
や

地
域
懇
談
会
な
ど
の
議
事
録
が
あ

る
の
か
。去
年
も
物
品
を
３
千
万

円
か
け
て
購
入
し
、今
年
度
の
学

校
教
育
環
境
Ｄ
Ｘ
事
業
予
算
に
階

上
小
学
校
が
入
っ
て
い
る
の
か
。

答 

教
育
課
長　
教
育
委
員
会
会

議
の
記
録
は
残
し
て
い
る
。保
護
者

の
説
明
会
の
議
事
録
も
残
し
て
い

る
。物
品
は
、昨
年
度
、階
上
小
学
校

に
も
机
・
椅
子
を
入
れ
て
い
る
が
、統

合
後
は
赤
保
内
小
学
校
に
移
動
し

て
使
う
。Ｄ
Ｘ
事
業
は
、児
童
全
員

に
教
育
を
等
し
く
受
け
さ
せ
る
こ
と

か
ら
、階
上
小
学
校
も
当
然
入
っ
て

い
る
。

答 

教
育
長　

議
事
録
等
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
　

小
坂
　
正
年 

議
員

◆
保
育
料
無
償
化
補
助
金・
保
育

　

施
設
等
給
食
費
助
成
金

問 

こ
の
補
助
金
と
助
成
金
の
対

象
者
数
と
開
始
時
期
は
。ま
た
、町

外
の
保
育
園
に
通
園
し
て
い
る
児

童
も
対
象
と
な
る
の
か
。

答 

す
こ
や
か
健
康
課
長　
０
～
２

歳
児
の
保
育
料
無
償
化
事
業
の
対

象
者
は
１
１
７
人
、３
～
５
歳
児
の

保
育
施
設
等
給
食
費
助
成
事
業
の

対
象
者
は
２
５
２
人
を
見
込
ん
で
い

る
。事
業
開
始
時
期
は
令
和
６
年
10

月
１
日
か
ら
と
な
り
、本
町
に
住
民

登
録
し
て
い
る
児
童
で
あ
れ
ば
、町

外
の
保
育
施
設
等
に
通
園
し
て
い
る

児
童
も
対
象
と
な
る
。

　
　

下
沢
　
育
男 

議
員

◆
鳥
屋
部
農
村
駐
車
場
ト
イ
レ
改

　

修
工
事

問 

改
修
工
事
設
計
監
理
委
託
料

18
万
７
千
円
の
減
、工
事
費
64
万
４

千
円
の
増
の
補
正
の
よ
う
だ
が
、こ

の
事
業
の
契
約
等
は
。

答 

産
業
振
興
課
長　
本
事
業
は

環
境
省
の
自
然
環
境
交
付
金
を
活

用
し
、改
修
工
事
を
実
施
す
る
も
の

で
、議
決
を
い
た
だ
い
た
後
に
、入

札
、契
約
、工
事
着
手
し
た
い
。工
事

完
了
は
令
和
７
年
２
月
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　

大
下
　
修 

議
員

◆
時
間
外
勤
務
手
当

問 

残
業
時
間
は
ど
の
よ
う
な
管

理
を
し
て
い
る
の
か
。タ
イ
ム
カ
ー

ド
と
合
致
し
て
い
る
の
か
。

答 

総
務
課
長　

時
間
外
を
す
る

際
の
手
続
き
は
、各
職
員
が
申
請

し
、そ
の
上
司
が
認
証
し
て
時
間
外

を
実
施
さ
せ
る
。そ
の
後
、実
施
時

間
と
照
合
す
る
。　

　
　

森
　
　
榮
吉 

議
員

◆
予
防
接
種
委
託
料

問 

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
接
種
計
画
、接
種
費
用
や

自
己
負
担
額
は
。

答 

す
こ
や
か
健
康
課
長　
対
象

者
は
重
症
化
予
防
を
目
的
と
し
て
、

高
齢
者
と
基
礎
疾
患
を
有
す
る
60

歳
～
64
歳
の
方
に
限
定
さ
れ
、個
別

に
医
療
機
関
で
接
種
し
て
い
た
だ

く
。メ
ー
カ
ー
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
供
給

が
整
い
次
第
、10
月
か
ら
１
月
末
ま

で
の
期
間
に
１
回
接
種
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
。接
種
費
用
は
、

１
回
の
接
種
に
つ
き
１
万
５
３
０
０

円
程
度
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、今
年

度
は
国
か
ら
激
変
緩
和
措
置
と
し

て
８
３
０
０
円
の
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、町
で
は
５
５
０
０

円
を
負
担
し
、自
己
負
担
額
を

１
５
０
０
円
に
す
る
予
定
。

問 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
い
く
ら
が
１
０
０
０
円
に
な
る

の
か
。ま
た
、コ
ロ
ナ
の
個
人
接
種

１
５
０
０
円
の
周
知
方
法
は
。

答 

す
こ
や
か
健
康
課
長　
令
和

６
年
度
の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
委
託
料
は
５
２
９
１

円
で
、１
０
０
０
円
の
自
己
負
担
を

し
て
い
た
だ
く
予
定
。新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
周
知
方
法
は
、町
広
報

誌
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、す
こ
や
か
健
康

課
窓
口
、医
療
機
関
等
で
周
知
し
、

接
種
体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

　
　

大
下
　
修 

議
員

◆
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

　

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
請
負
契
約

　

の
締
結
に
つ
い
て

問 

本
契
約
は
Ａ
級
入
札
と
伺
っ

た
が
、Ａ
級
と
は
。本
入
札
に
Ｂ
級

５
社
と
伺
っ
て
い
る
。な
ぜ
Ａ
級
の

入
札
に
Ｂ
級
が
入
っ
て
い
る
の
か
。

階
上
町
の
入
札
に
八
戸
の
業
者
が

入
っ
て
い
る
理
由
は
。階
上
の
入
札

の
場
合
、Ｊ
Ｖ
と
い
う
ジ
ョ
イ
ン
ト

で
何
社
か
集
ま
っ
て
入
札
に
参
加

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答 

副
町
長　
設
定
金
額
が
２
千

万
円
以
上
の
工
事
は
Ａ
級
。階
上
町

建
設
工
事
及
び
建
設
関
連
業
務
指

名
業
者
等
選
定
規
程
に
よ
り
、該
当

す
る
Ａ
級
の
業
者
が
少
な
い
場
合
に

は
、指
名
す
る
総
数
の
半
分
を
限
度

に
直
近
の
Ｂ
級
の
業
者
か
ら
選
定
で

き
る
こ
と
に
な
って
い
る
。八
戸
市
の

業
者
が
入
っ
て
い
る
の
は
、地
方
自

治
法
施
行
令
に
基
づ
い
て
、入
札
参

加
者
の
資
格
に
関
す
る
制
限
は
、機

会
均
等
や
公
平
性
、透
明
性
等
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
基
本
的
に
認

め
ら
れ
て
お
ら
ず
、業
者
の
所
在
地

な
ど
に
よ
って
不
適
切
な
制
限
が
生

じ
な
い
よ
う
な
運
用
を
し
て
い
る
。

答 

総
合
政
策
課
長　
共
同
企
業

体
の
導
入
に
関
し
て
は
、複
数
の
企

業
が
協
力
し
て
、大
規
模
か
つ
複
雑

な
事
業
に
対
応
す
る
た
め
の
手
法

で
、特
に
大
き
な
工
事
や
高
度
な
技

術
が
求
め
ら
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

有
効
だ
と
考
え
て
い
る
。今
後
は
、

近
隣
市
町
村
の
動
向
や
必
要
性
を

見
極
め
な
が
ら
、現
行
制
度
の
適

切
な
運
用
を
続
け
、Ｊ
Ｖ
導
入
の
メ

リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
を
含
め
た
調
査

研
究
を
進
め
た
い
。

問 

Ｊ
Ｖ
に
つ
い
て
は
、商
工
会
等

と
相
談
し
な
が
ら
、必
要
で
あ
る

と
い
う
見
解
が
あ
れ
ば
協
議
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

答 

総
合
政
策
課
長　
会
議
等
で

御
意
見
が
出
れ
ば
、そ
う
い
う
も
の

を
反
映
し
な
が
ら
、業
者
の
声
を
聞

く
こ
と
は
重
要
で
す
の
で
、そ
の
よ

う
な
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。
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そ　
の　

他

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

質
疑
あ
れ
こ
れ



石鉢小学校

赤保内小学校

児童数：196人、10学級

児童数：228人、11学級

町内学校視察

階上小学校 児童数：７人、３学級

　10月15・16日の2日間にわたり、教育民生常任委員と教育委員
による学校視察が行われました。
　1日目は、階上小学校、石鉢小学校、赤保内小学校を訪問。

  1日目 10月15日（火）

はしかみ議会だより　No.59 （14）

（児童・生徒数は、5月1日現在。学級数には特別支援を含む。）

【学校教育目標】 「明るく生き生きと学ぶ子」
　　　　　　　 ～明日も学校に行きたい～

【学校教育目標】 太陽のように輝く子

【学校教育目標】 夢の実現に向かう子

〈主な取り組み〉
ICTを利用した他市町村とのオンライン授業の取組み。集団登下
校や交通安全教室を通じて、自分の命は自分で守るを徹底など。

〈主な取り組み〉
～自分も笑顔、みんなも笑顔～をキーワードに行動。ふわっ
と言葉の意識化や8 秒間走に取組むなど。

〈主な取り組み〉
ユニバーサルデザインに取組む。縦割り班活動を実施。場面に
応じた行動や言葉遣いを意識するよう重点的に取組むなど。

３年生　英語の授業３年生　英語の授業

５年生　家庭科の授業５年生　家庭科の授業

２年生　図工の授業２年生　図工の授業

４年生　国語の授業４年生　国語の授業

３年生　総合の授業３年生　総合の授業

５年生　音楽の授業５年生　音楽の授業



委員会活動
教育民生常任委員会教育民生常任委員会

道仏小学校

道仏中学校

児童数：96人、７学級

児童数：42人、５学級

階上中学校 児童数：196人、９学級

　2日目は、階上中学校、道仏小学校、道仏中学校を訪問。
　各学校を一巡し、授業の様子や校内環境を視察。また、学校
運営方針や学校施設の状況などの説明を受けました。

 ２日目 10月16日（水）

はしかみ議会だより　No.59（15）

（児童・生徒数は、5月1日現在。学級数には特別支援を含む。）

【学校教育目標】 ・集団生活向上に努める人間
　　　　　　　・学びを追求し自己を高める人間
　　　　　　　・健康で安全な生活ができる人間

【学校教育目標】 
夢と希望をもち、努力しチャレンジする子

【学校教育目標】 ・自ら学ぶ生徒「知」
　　　　　　　・心豊かな生徒「徳」
　　　　　　　・粘り強い生徒「体」

〈主な取り組み〉
タブレット端末を用いて、情報を共有。生徒会を中心とし校則等
の見直しを実施。自立した生活を促す保健コーナーの充実など。

〈主な取り組み〉
異学年交流として縦割班を用いた活動を実施。毎月、強化月間
としてマット運動や鉄棒、一輪車等に取組む時間を設けるなど。

〈主な取り組み〉
グッドライフデザイン教育を基盤とし、基本的生活習慣を確
立。授業等を通じて自己決定をする場を設ける。東雲ボラン
ティア（奉仕活動など）を実施など。

２年生　美術の授業２年生　美術の授業

６年生　理科の授業６年生　理科の授業

２年生　音楽の授業２年生　音楽の授業

１年生　家庭科の授業１年生　家庭科の授業

１年生　生活の授業１年生　生活の授業

３年生　数学の授業３年生　数学の授業



はしかみ議会だより　No.59 （16）

町商工業者における現状と課題についての
意見交換会

県議長会正副議長・各種常任委員長・
事務局長研修会

階上町防災訓練

県議長会新人議員研修会

議会改革
〜議会基本条例制定に向けて〜

全国消防操法大会応援

8月26日、産業建設常任委員会が商工業者における現状
と課題について、町商工会と意見交換会を行いました。

10月22日、青森市で開催された「正副議長・各種常任委
員長・事務局長研修会」に正副議長、議会運営委員会委
員長、各常任委員会委員長が参加。
■講師　東京都立大学教授　山下祐介氏
■演題　人口減少時代における地方創生

10月6日、ハートフルプラザ・はしかみで開催された「階上町
総合防災訓練」に参加。避難所開設訓練などを行いました。

8月20日、青森市で開催された「新人議員研修会」に、議員
５名が参加。
■講師　全国町村議会議長会　議事調査部　参与
　　　　赤羽正法氏
■演題　町村議会の権限・組織・運営

10月12日、宮城県で開催された「全国消防操法大会」に青
森県代表として出場した町消防団の応援に議員５名参加。

【階上町議会基本条例制定委員会研修会】
8月29日、階上町議会基本条例の素案を基に、他町村の
状況等を聞き、条文の再確認をしました。
その後、町職員とのワークショップを行いました。
■講師　青森大学社会学部　教授　佐藤淳氏
■演題　階上町議会基本条例（案）について



議長交際費執行状況

支払
月日

支払
区分 支払内容 支払金額

8/23 弔費
町議会議長交際費の
支出及び公表に関す
る規程対象者弔費

10,000円

9/13 弔費
町議会議長交際費の
支出及び公表に関す
る規程対象者弔費

22,000円

9/22 会費
内城孝男氏瑞宝単光
章受賞祝賀会

8,000円

10/19 会費
第25回全国朝市サミ
ット協議会2024in八
戸交流会会費

5,000円

  3日　八戸地域広域市町村圏事務組合議会定
　　　 例会
  4日　町表彰審議会
  4日　議会だより編集委員会
  6日　町総合防災訓練
12日　全国消防操法大会応援
15日　町総合振興計画審議会
15日　教育民生常任委員による学校視察
　　　（～16日）
18日　議会だより編集委員会
19日　第25回全国朝市サミット協議会2024
　　　 in 八戸交流会
22日　県議長会正副議長・各種常任委員長・事務
　　　 局長研修会
25日　議会だより編集委員会
29日　議員全員協議会
29日　議会基本条例制定委員会
29日　「まるで、ワンダーランド。セミナー」

  6日　郡議長会県外研修（～9日）
20日　県議長会新人議員研修会
26日　町商工業者における現状と課題について
　　　 の情報交換会
28日　町交通死亡事故ゼロ3500日達成祝い及
　　　 び交通事故抑止決起集会
29日　議会基本条例制定委員会研修会
30日　第32回青森県民駅伝競走大会結団式

  3日　議会運営委員会
10日　第5回定例会本会議
10日　議員全員協議会
12日　第5回定例会本会議
12日　議会運営委員会
13日　第5回定例会本会議
19日　第48回町小学生防犯弁論大会
20日　八戸地域広域市町村圏事務組合議員協議会
22日　内城孝男氏　瑞宝単光章受賞祝賀会
24日　議会運営委員会
24日　議会基本条例制定委員会
25日　第47回青森・岩手県境交通安全推進大会
29日　第５６回町民運動会

　
　
荒
谷
剛
生
元
議
長
逝
去

　
元
町
議
会
議
長
の
荒
谷
剛
生
さ
ん（
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）が
、

８
月
19
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
50

年
４
月
か
ら
22
年
７
か
月
、
議
員
と
し
て
、

ま
た
、
昭
和
62
年
10
月
か
ら
２
年
10
か
月
、

第
９
代
議
長
と
し
て
町
の
発
展
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
故
人
の
ご
功
績
を
し
の
び
、
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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議 会 活 動議 会 活 動

8  月 10  月

9  月
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第５回定例会
（令和６年９月）

9月10日（  4人）
9月12日（17人）
9月13日（  5人）

　小原さん活躍のパリオリンピックの夏が終
わった９月、復興途上の能登が再び豪雨災害
に見舞われるという悲劇。我が町は階上岳に
守られた『災害の少ない町』とゆめゆめ油断
せず、普段から災害に備える心を忘れまい。
　　　　　　　　　　（上道、下沢、中島）

　発行／青 森 県 階 上 町 議 会　〒039-1201 青森県三戸郡階上町大字道仏字天当平1-87　年4回発行　令和6年11月８日発行
　編集／議会だより編集委員会　☎0178-88-2369（直通）　FAX 0178-88-2117　 URL https：//www.town.hashikami.lℊ.jp

はしかみ議会だよりは4,400部作成し、印刷経費は48.7円／部です。

議会の傍聴は、受付票に住所・氏名等を記載し、受付箱に
投函するだけでどなたでも傍聴できます。

議会傍聴者数
（延べ人数） 議会議会をを傍聴傍聴しませんかしませんか

　小原さん活躍のパリオリンピックの夏が終　小原さん活躍のパリオリンピックの夏が終　小原さん活躍のパリオリンピックの夏が終　小原さん活躍のパリオリンピックの夏が終　小原さん活躍のパリオリンピックの夏が終　小原さん活躍のパリオリンピックの夏が終　小原さん活躍のパリオリンピックの夏が終
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総
務
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政
）

編  集  後  記

職場体験活動で、議会だ
より編集体験をした平戸
結衣華さん（道中二年）

　現在階上町議会では、 議会の最高規範としての 「階上町議会基本条例」 の策定に向けた検討を行っています。
この度、 当該（案）を取りまとめましたので、 これを公表するとともに、 広く町民の皆様の意見を反映するため、 次の
とおり意見募集を行っております。

皆さんからの意見募集を
行っている階上町議会基
本条例（案）

階上町議会基本条例（案）に対する意見募集

■公表資料の閲覧場所
及び入手方法

○階上町議会事務局または町民生活課窓口で公表資料の閲覧ができます。
○階上町ホームページからダウンロード（PDF ファイル）できます。

■募集期間 令和6年12月6日（金） 午後5時00分まで（必着）

■意見の提出方法及び　
提出先

※電話又は口頭による意見の受付はいたしません。

郵　　　送 〒039-1201 階上町大字道仏字天当平1番地87
階上町議会事務局　宛

Ｆ　Ａ　Ｘ FAX 番号：0178-88-2117（階上町議会事務局宛）

窓 口 持 参 階上町役場　3 階　階上町議会事務局

電子メール メールアドレス：gikai@town.hasikami.lg.jp

■ご意見の取扱い

〇お寄せいただいたご意見は、計画策定にあたっての参考とさせていただき
ます。

〇ご意見の概要やご意見に対する町議会の考え方は、住所、氏名等の個人情
報を除いて、町ホームページで公表する予定です。

〇個々のご意見に対して個別の回答はいたしませんので、ご了承願います。
○提出された記載内容は、今回の意見募集以外の用途に使用することはあり

ません。


